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目的： 

本研究は母親の社会経済的状況と母乳栄養状況（1 歳時）との関係について検討することを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査のデータを用いて、ばく露因子を教育歴、世帯収入、雇用形態、労働時間とし、アウトカムを子どもが 1 歳時の母乳

栄養の有無とした解析を行った。ロジスティックス回帰分析を用いて、母親の社会経済的因子（教育歴、雇用形態、世帯収入）と

母乳栄養（１歳時）の有無との関係を検討した。フルタイム労働者・パートタイム労働者については、労働時間と母乳栄養（１歳時）

の有無の関係も検討した。 

 

結果： 

75,742 人の母親を対象に解析したところ、社会経済的因子と母乳栄養状況に関係が認められた。特に、教育歴が高い母親は低

い母親と比較して１歳時に授乳している人の割合が高い傾向が認められた。また、専業主婦の母親は 1 歳時に授乳している人

の割合が高い傾向が認められた。フルタイム労働者とパートタイム労働者のいずれにおいても、労働時間が長い母親は短い母

親と比較して１歳時で授乳している人の割合が低い傾向が認められた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究の結果から、母親の就業状況に関わらず、教育的な支援（母親になる人やその家族への母乳栄養についての十分な情報

提供）が必要であることが示唆された。母乳栄養の継続には職場環境も重要な要因となる可能性があり、柔軟な働き方の検討が

必要かもしれない。日本では母乳栄養を選択する女性が増えている中、その継続状況についてさらなる調査が必要である。本研

究の限界として、同意して調査に参加している対象者であるための選択バイアスや質問票による調査の社会的望ましさのバイア

スの可能性、また家族の支援や詳細な労働状況の情報が不足していること、病気や治療により母乳栄養できない母親を除いて

いないこと、横断研究のため因果関係は不明であることが挙げられる。 

 

結論： 

本研究では社会経済的因子と母乳栄養（1 歳時）との関係が示された。母乳栄養の推進には就業状況に関わらず教育的な支援

と職場を含めた環境的な支援が大切であると考えられる。 

 


